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平成２８年度 鳥取大学第２回経営協議会 議事要旨 

 

日 時   平成２８年６月２７日（月） １４：５５ ～ １６：５５ 

場 所   鳥取大学事務局棟 第一会議室 

出席者   魚谷委員、高橋委員、永井委員、長谷川委員、松本委員、宮﨑委員、吉岡委員、 

豐島委員、中島委員、田中委員、細井委員、北野委員、法橋委員、清水病院長 

陪席者   田中監事、香川副学長、古塚副学長、岸田副学長、松見副学長、山口副学長、 

藤井地域学部長、河田工学研究科長 

 

議  題 

 

１． 学長選考会議委員の選出 

 

 資料１に基づき、学長選考会議の委員については、平成２８年６月１１日より経営協議会委員

に再任された高橋委員を学長選考会議委員として選出したい旨の説明があり、審議の結果承認

された。 

 

 

２．早期退職募集制度の導入 

 

 資料２に基づき、「鳥取大学職員の早期退職に関する規程（平成１９年１月３０日鳥取大学  

規則第６号）」に代わる制度として、国家公務員において早期退職のインセンティブ拡大措置  

として導入された「早期退職募集制度」について、鳥取大学においてもこれに準じた制度を導入

するため、「鳥取大学職員の早期退職募集に関する規程（案）」を定める旨の説明があり、審議の

結果承認された。 

 

 

３．第３期中期目標期間中における経費削減の方針（案） 

 

 資料３に基づき、第３期中期目標期間中における経費削減方針のうち、人件費抑制のための 

各部局毎の教員定数の削減案について説明があり、審議の結果承認された。 

 

― 委員からの主な発言 ― 

  

◇ 厳しい財政状況等から経費削減せざるを得ない状況だが、日本はＧＤＰに占める教育への

公的支出がＯＥＣＤ加盟国中最下位であること等を重く見るべきであるとの意見があった。 
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４．第２期中期目標期間における法人評価報告書 

 

 資料４に基づき、本学における意欲的な取り組み、重点的に取り組んだ事項について説明が 

あった。 

また、平成２７年度は第２期中期目標期間の最終年度であったことから、「平成２７年度及び

第２期中期目標期間に係る業務実績報告書」「中期目標の達成状況報告書」及び「学部・研究科

等の現況調査表」を提出する旨の説明があり、審議の結果承認された。 

 

 

５．平成２９年度概算要求 

 

資料５に基づき、平成２９年度の重点支援に係る概算要求における、組織整備、本学の３つの

戦略、共通政策課題並びにインキュベーション及び共同研究に資する設備分等に関する要求  

事項の方向性について説明があり、審議の結果承認された。 

 あわせて、今後の概算要求スケジュールについて説明があった。 

 

― 委員からの主な発言 ― 

 

◇ 高大接続に関連する入試改革の方向性について質問があり、入試において多面的かつ   

総合的に評価することを予定しているとの回答があった。 

 

◇ 大学教育のみならず、就学前からの教育についても重要視すべきであるとの意見があった。 

 

 

 

 

報  告 

 

１．次期学長候補者の選考（再任） 

 

 平成２８年度末をもって現学長の任期が満了することに伴い、学長選考会議（平成２８年６月

６日開催）において、現学長を次期学長候補者として再任することを決定した旨の報告があった。 

 

 

２．平成２９年度学部・大学院の改組計画（案） 

 

 資料６に基づき、平成２８年５月６日に、文部科学省へ地域学部及び農学部の改組並びに  

大学院「持続社会創生科学研究科」の設置を申請した旨の報告があった。 
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３．平成２８年度鳥取大学入学者選抜試験状況及び平成２７年度就職等状況 

 

 資料７に基づき、平成２８年度入試状況及び平成２７年度就職等状況について報告があった。 

 

― 委員からの主な発言 ― 

 

◇ 鳥取大学の県内志願者数は基本的に減少しており、その傾向についてどう考えているかに

ついて質問があり、調査後回答する旨の説明があった。 

 

 

４．平成２７年度資金運用実績 

 

資料８に基づき、平成２７年度資金運用実績について、受取利息が８，１７９千円となった旨

の報告があった。 

 

５．その他 

 

 資料９に基づき、平成２８年度経営協議会の日程について連絡があった。 


